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1．はじめに 

今まで環境における「清潔度検査」として、

フロアの清掃前後では、光度法や細菌培養法な

どが用いられてきた。一般に、ATP 検査は、生

物由来の汚染量に対して、食品衛生管理のスク

リーニング手法として食器、加工機や手指等の

検査に利用されている 1,2。また、病院施設や高

齢者施設での室内環境管理において、滑らかな

タイルや床材表面の汚染度の確認にも用途が広

がってきている。さらに、ビル内の環境では、

タイルカーペットの床材を使用しているところ

も多く、表面検査用として運用できることが分

かってきた。 

今回は、特に検証評価の少ないタイルカーペ

ットの清潔性に焦点をあて、培地法と ATP 法を

用いた調査を行った。また、清掃前後の表面汚

染だけでなく、内部汚染まで調査した。この方

法は、現場で、短時間に汚染レベルを数値化で

きる ATP 手法が、メンテナンス効果を判断する

実用的なツールであることから、推奨される

「ATP 清浄度基準」についての検討も行った。 
このようなことから検査対象として、清潔度

が要求されるビルの居室環境で ATP(Hygiena）
衛生指標づくりの実態を調査し、今後のビルメ

ンテナンスに寄与するための報告をする。 
 
 

２．調査概要 
都心のビル 2棟のオフィスフロア調査を、平成

22年 6月と 9月の２回行った。検査では、汚染

度のばらつきを考慮した上で、歩行量の多いポ

イントと少ないポイントを同数選定して検査を

行った。 
 
３．調査対象： 
・築 15年  地上 44階 事務所 （Ａビル） 

・築 22年  地上  7階  事務所 （Ｂビル） 

① ATP 検査（アデノシン三リン酸） 
使用機器：Hygiena 製 SystemSURE PLUS 
(1) ATP 表面汚染検査 
10cm×10cm(100cm2) 表面を、一体型試薬の 

綿棒でふき取り、ATP 検査キットでその汚染度

を計測した。 

(2) ATP 内部検査 
 タイルカーペット4枚分(約1m×1m)の範囲を

吸引時に、検査用フィルタをつけた掃除機で 30

秒間吸引後、フィルタを外して浸出液(10ml)が

入ったチャック付ポリエチレン袋に入れ、汚染

物を揉み出す。試薬綿棒を、その液に 5秒程度

浸した後、検査キットでその汚染度を計測した。 

(3)  一般生菌数、大腸菌群、真菌数検査 
(スタンプ法) 

検査表面に接触(10cm2)させた、一般生菌数用

のスタンプ培地（エルメックス製）を、37℃で

24時間以上培養後にコロニー数を確認した。な

お、真菌の培養は 5日間である。 

(4)  ダニ検査キット 
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カーペットタイル 4 枚(約 1m×1m)の部分を、

ゴミ捕集用フィルタを吸引時に取り付けた掃除

機で、30秒間吸引、捕集されたゴミをフィルタ

ごと抽出液(10ml)に浸して 1分間揉み、汚染物

を液に十分抽出させる。その中に、ダニ検査キ

ット(ELISA 法、酵素免疫法(マイティチェッカ

ー法))を３秒程度つけ、10分後の変化を比色法

で確認した。 

 

４．調査結果 

①  Ａビル 

(1) ダニ検査結果 

 事務所内４カ所において全てマイナスで、こ

こでのダニアレルゲンは確認できなかった。 

(2) 細菌検査 

 トイレ各所におけるATP法と、スタンプ法の 

細菌検査（一般生菌数、大腸菌群、真菌数）の 

比較を次に示す。 

検査箇所で高かったのは、 

トイレ便座       ATP値  127  CFU 36   
トイレ入口内側の床 ATP値 327  CFU 42  

(3) 大腸菌群(E.Coli)  

トイレなどの検査では、二つの便座や洗浄ボ 

タンでマイナスであった。一方、トイレ入口の 

内側の床においては１であった。 

(4) 真菌数 

 同様な方法で、複合機の場所やカーペットタ 

イルの検査結果でも、全てマイナスであった。 

 また、ATP値との比較でも、ATP値が高くて 

も細菌検査結果がマイナスであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-２ 一般生菌数とＡＴＰ値との関係 

 

 

 

② Ｂビル 

(1) ATP と CFU との関係 

ATP 法のふき取り検査結果と、24時間後の一

般生菌数（CFU）の関係を示した。一般生菌数

は、生菌数（CFU）×10として計算した。 

今回のデータから、ATP と CFU には若干の相

関は見られるものの、ポイントによって傾向の

差が大きいため、ATP 値から CFU を予測する

ことが難しい。（図４、５） 

 タイルカーペットの清掃前後の比較では、清 

図-１  ＡＴＰ値 

 

図-３ ふき取り抽出液との関係  
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掃後が低かったが、一部に数値の異常もあった。

これは、内部にたまった汚染による影響があった

ものと考えられる。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

(2) ATP ふき取りと抽出液との相関 

カーペットタイルの表面(ふき取り)と内部

(抽出液)の方法では、ATP 汚染との相関性は低 

かった。 

  

 

 

また、タイルカーペットの表面汚染と、内部

汚染とも、清掃回数を進めるに従い、ATP 値の

ばらつきや最大値、最小値とも明らかな減少傾

向が見られた。 

一般生菌数と真菌数との関係では、双方に弱い 

相関が認められた。真菌数は、特に空調機械室 

内のフィルタで多く確認された。 

一般生菌数についても、一定の清掃効果を確

認するポイントもあったが、表面の ATP 値と、

CFU との相関性はみられなかった。また、６月

の清掃効果が少なかった内部汚染について、９

月の調査では、清掃後のデータを二度採取し、

十分な清掃を行えば一定の効果を得られること

を確認した。一度目は、６月と同様に、清掃後

の ATP 内部汚染は低い減少率を示したが、二度

目の清掃後では、一定以上の更なる減少を確認

できた。 

二回目の調査も、ATP 表面汚染と CFU の相

関性は見られず、ATP 表面汚染と内部汚染につ

いては、低い相関性はあった。また、内部汚染

ではダニアレルゲン量でプラスもあった。 

図-６ ふき取り抽出液との関係 

図-４  ＡＴＰ値 

図-５ 一般生菌数とＡＴＰ値との関係 

図-６ ふき取り抽出液との関係 
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５．考 察 ６．まとめ                   

表面のATP汚染値は、清掃前と清掃後の数値で

50%以上の減少率があり、その効果が確認された。

しかし、タイルカーペット内部のATP汚染は、清

掃後に汚染が表面に出て数値が上昇する傾向が

見られ、特に人通りの多い通路、30秒程度の掃除

機吸引による清掃では問題点が示唆される。 

事務所内でのATP手法を用いたカーペットタ

イルの検査では、全体的に表面よりも内部での数

値が高い傾向を示した。今回の検査においては、

ATP手法を用いて短時間で、汚染箇所の特定と一

定の傾向を出すことができた。 

 

 

図-７ 清掃とＡＴＰ数値 

 

また、細菌検査結果との比較では、細菌検査が

マイナスでもATP値が高いなどの関係があり、何

らかの汚染があることを示唆された。さらに、

ATP表面汚染と、ATP内部汚染に清掃回数を進め

るに従い、ばらつきや最大値、最小値で明らかな

減少傾向が見られた。 

カーペットタイルでの清掃前後の内部汚染を、

詳細に追跡し、また季節別や他のビルの清潔度の

データなどから、カーペットタイル清潔度の基準

化のため測定の数を増やすことも、今後行ってい

きたい。 

ATP による検査手法は、食品分野では既に、

微生物汚染の現場スクリーニング法として、洗

浄効果の検証に活用されている。また、ELISA
法はアレルゲンの簡易検査法として実用化され

ている。ビルメンテナンスにおいても、タイル

カーペットのクリーニング方法によっては内部

に汚染を堆積させてしまい、微生物の温床をつ

くる可能性がある。 

このことから、タイルカーペットの清掃では 

清潔度に重点をおき、内部汚染の堆積に対して 

も考慮したメンテナンス計画と、その数値から 

の判断が重要と考える。また、今回の結果から 

清掃直後の良否の判断基準として、表-１を推 

奨し、清掃効果の確認ツールとして、ATP数値 

とELISA法によるチェック方法を提案する。 

 

表-１ フロアカーペットのＡＴＰ数値（ＲＬＵ） 

フロア部位   ATP値  ELISA値    

表    面 ≦ 50    ± − 

内    部 ≦240   ± − 

 
また、器具等の判断基準値として、表-２の数

値以下が妥当である。 

 

表-２ 表面の違いによるＡＴＰ数値（ＲＬＵ） 

項    目 数 値  

ステンレスなど、滑らかな表面 ≦10 

プラスチックなど、複雑形状の表面 ≦20 

(参  考)  手   指        ≦60 

 

なお、本調査には、村松 學氏（財団法人東京

顕微鏡院）の助言を受けた。ここにお礼を述べる。 
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